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2026 年 6 月 19 日 

一般社団法人日本フレイル予防サービス振興会 

 

 

会員企業 34 社に拡大、産業界からフレイル予防の普及・実装を加速 

一般社団法人日本フレイル予防サービス振興会 設立 1 周年 

 

 

一般社団法人日本フレイル予防サービス振興会（本社所在地：東京都、代表理事：久木邦彦、以下、当法人）は、

「産業界としてフレイル予防推進に積極的に関与・貢献する」ことを目的に、2025 年 5 月 23 日に有志企業

10 社で設立されました。設立から 1 年を経た 2026 年５月末時点で、会員企業は３4 社となり、設立時か

ら３倍を超える規模に拡大しました。 

また当法人は、この 1 年間で会員基盤の拡大にとどまらず、自治体・有識者・会員企業と連携し、官民連携イ

ベントの開催、自主認証制度の検討、店頭でのレシピ提案、会員教育など、フレイル予防の普及と社会実装に

向けた取り組みを進めて参りました。 

 

●1 年間の主な取り組み 

1. 官民連携等によるイベントでのフレイル予防啓発活動 計 15 回開催 

各地の自治体や地域関係者と連携し、フレイル予防の普及啓発イベントを開催しました。 

横浜市保土ヶ谷消防署主催の救急セミナーへの出展、柏市主催の健康イベント、イオンモール大垣や安八温

泉でのイベント実施など、地域の実情に応じて取り組み、1 年間で約 3,000 名のお客さまへフレイル予防の

訴求を行いました。（うちフレイル測定参加者 実績数は 約 500 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレイルサポーターによるフレイル測定の

様子（イオンモール大垣） 

 

10 食品群 BINGO カードを活用した 

食改善の訴求啓発活動 

（イオンモール大垣） 



2. 自主認証制度の制定に向けた検討を推進 

フレイル予防の啓発活動と販売活動を適切に連動させるためのガイドライン整備を進めています。あわせて、

ガイドラインの遵守状況を認証する制度の検討も進めており、科学的根拠に基づく信頼性の担保を通じて、

適切な活動の拡大を目指しています。現在は、まず食の提案に関するガイドラインの作成を進めています。 

 

3. 会員企業による「コラボレシピ」を作成し、店頭展開 

「食べて元気にフレイル予防」をテーマに、十分で適切なエネルギー・たんぱく質の摂取と食品多様性の確保

を意識したレシピを作成・公表しました。会員企業と連携することで、生活者が手軽に取り入れやすい内容と

し、2026 年 2 月にはイオン大垣店、6 月中旬にはイオンリテール南関東・中部カンパニー全店で訴求を行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレイル予防レシピを使った 

売場でのフレイル予防訴求（イオン柏店） 

 

「エネルギー」と「たんぱく質」をテーマとした 

当法人会員企業のコラボレシピを作成 

 

2 月度コラボレシピの関連商品を 

売場で陳列 

（イオンモール大垣） 

 

2 月度コラボレシピの関連商品を 

売場で陳列 

（イオンモール大垣） 

 



4. 会員企業向け教育を実施 

有識者・外部専門家によるセミナーを 3 回実施したほか、HP 会員ページ内に動画コンテンツや e ラーニン

グを整備し、会員企業社員が継続的に学べる環境を整えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も「フレイル予防推進会議（※１）」の参画自治体と連携しながら、フレイル予防の重要性と認知度向上へ

の取り組みを推進して参ります。また、当法人の有識者会議の委員の方々から、様々な指導を賜りながら、自

主認証制度の構築化と、自治体におけるフレイル予防事業への支援も進めて参りますので、引き続きご支援

を賜りまようよろしくお願い申し上げます。 

 

※1：フレイル予防推進会議とは、フレイル予防に向けて自治体・産業界・学術界が連携し、普及啓発活動を行

う産官学連携のプラットフォームで、2024 年 7 月 24 日に設立されました。 

 

以上 

 

▼本件に関する問い合わせ先 

一般社団法人日本フレイル予防サービス振興会 事務局 

Mail ： info@frailty.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当法人有識者理事 辻哲夫による講演を 

会員専用ページに公開 

（その他講演も全て会員向けに公開） 

 

フレイル予防の基礎知識などを 

e ラーニング形式で学習できるよう 

会員専用ページに公開 



【ご参考】 

 

⚫ フレイルとは 

フレイル（Frailty）とは、加齢に伴い心身の活力 

が低下し、健康と要介護の中間に位置する状態を 

指します。 

この段階で適切な介入を行うことで、健康な状態 

への回復が見込めることから、近年その予防と 

早期対応の重要性が注目されています。 

フレイル予防には「栄養」「身体活動」「社会参加」 

の 3 本柱の複合的な取り組みが重要であることが 

分かっています。 

 

引用元： 

一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会 

フレイル予防啓発パンフレット 

https://www.frail-yobo.jp/publications/frail-yobo_meeting/ 

 

 

⚫ 会員企業（順不同） 

合計 34 社 （2026 年 6 月 1 日時点） 

 

1. 正会員 

イオン株式会社、キユーピー株式会社、株式会社マルタマフーズ、伊藤ハム株式会社、 

株式会社ニチレイフーズ、日清オイリオグループ株式会社、株式会社ニッスイ、はごろもフーズ株式会社、 

フジッコ株式会社、日本コカ・コーラ株式会社（2026 年 6 月より正会員） 

計 10 社 

 

2. 一般会員 

株式会社明治、堂本食品株式会社、相模屋食料株式会社、明治安田生命保険相互会社、 

株式会社日清製粉ウェルナ、敷島製パン株式会社、株式会社紀文食品、国分グループ本社株式会社、 

カゴメ株式会社、株式会社ファクトリージャパングループ、森永乳業株式会社、 

サントリービバレッジ＆フード株式会社、キリンビバレッジ株式会社、雪印メグミルク株式会社、 

大塚製薬株式会社、株式会社伊藤園、株式会社ロッテホールディングス、ライオン株式会社、味の素株式会社、

サンスター株式会社、株式会社 Mizkan 

計 21 社 

 

3. 賛助会員 

ソーシャルムーバー株式会社、株式会社ブンカ、株式会社 BRING 

計 3 社 

 


